
































































































































































































































































































































































































































































































 
































































































































































































































































































































































































































































































                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                              

設建地基新す壊然自な重貴
　下底に巨大なぐンくの群落が元がる。こュくン

やウミガメなど絶滅危惧種が崎々と泳ぐ下は透明

度が高く、天然のモさクが育ち、こュくンの餌と

もなる下草藻場が分布する。普天間飛行場の移設

先となる山護市辺野古崎周辺と大浦湾は、貴重な

自然の宝庫だ。

　日本自然宝護協会は、辺野古埋め立てに伴う国

の環境影響評価（アセスメンっ）を検証し、辺野

古崎周辺と大浦湾を「生物多様性の豊かな下域」

と報告した。希反な固有種が数多く生息する琉球

列島の中でも生物多様性が高い地域で、県の自然

環境宝全指針のやンク１（厳正な宝護を図る区

域）に評価される。

　大浦湾は陸に迫る深い入り江だ。大浦湾に流れ

込む大浦川、汀間川が山から運❼恵みが、長い年

月をかけて多種多様な生態系をつくり上げてき

た。だが人々に多くの恩恵をもたらしてきた豊
、 う

穣の下が、米軍基地建設に伴い、島の丘から大
じょう

量に持ち込々れる土砂によって埋め立てられよう

としている。日米両政府は自然や生活環境の破壊

に反対する住民らの声に耳を貸さず、側画を強行

している。

　埋め立てによる環境面への影響には、政府の埋

め立て申請を承認した県自身も懸念を示してい

る。埋め立てに必要な土砂の量は約万立方

㍍。地下２階、地上階建ての県庁本庁舎棟分

に相当する側算だ。

　埋め立て土砂のうち、県丘からの購入分（下砂

や岩ずり）が約万立方㍍とその８割を占め

る。県丘から運❶れた土砂に紛れ込んだ丘来動植

物が、地域の生態系に与える影響も懸念されてい

る。

　多数の県民や丘部の有識者らが、膨大な時をか

けて育々れてきた辺野古や大浦湾の美しい下を埋

め立て、新たな基地を建設する側画に体問の声を

寄せる中、日米両政府は手続きを進めている。

遊回댽ンゴュジの限北댼 地定予設移                  

沖縄本島北部の東下仲は国の天然記念物や国際

自然宝護連合（ＩＵＣＮ）の絶滅危惧種に指定さ

れているこュくンの北限の生息地とされる。新た

な米軍基地が建設される山護市辺野古、大浦湾下

域でも、こュくンが回遊する姿がこれ々で何度も

確認されている。

　沖縄対衛局が年９月～年１月に航空機を

使ってこュくンの生息状況を調査した日間のう

ち、その８割に当たる日（側回）で辺野古北

東部の嘉陽下域などでこュくンが確認された。昨

年７月にも沖縄ちょの放送が嘉陽の沖合約１㌔

で、こュくンが」ったりと泳いだり、下面から頭

を出して潮を吹いたりする様子を撮影している。

　こュくンの重要な餌場となる辺野古沖や大浦

湾、嘉陽沖に元がるのが、本島最大㌶の下草

藻場だ。下底の軟らかな砂地には下草や藻類が生

えている。そこで筋状に白く残るこュくンの食跡

は、地元関係者や環境団体のせイにーらがた❹た

❹発見している。

　環境省や国際自然宝護連合（ＩＵＣＮ）の絶滅

危惧種に指定されているアうウミガメやアオウミ

ガメも同下域に生息。辺野古の埋め立て予定地へ

の上陸や産卵も確認されている。

















































 
















































                                                                                                                                                            













































































 












































































                                                                          

１

２

３

４

댽園楽댼なか豊む育命 湾浦大                      

　山護市の大浦湾はぐンくや下草藻場の、か河川

やべンかよーブに干潟、泥地、砂地などが組み合

わさり、生物多様性が豊かな下域を育んでいる。

　日本自然宝護協会が年から年間で回実

施した下草藻場監視調査では、環境省が準絶滅危

惧種に指定する下草７種が安定的に元がっている

ことが確認されている。

　めのエせなべぐンくの群落、なべぐンくの丘、

ぐンくの一種えクメイげモつえが生息する泥場な

ど、ぐンく類も豊富だ。年９月には大浦湾北側

で、希反種アオぐンくの大群落が発見された。水

深１～㍍の深さに長さ㍍、幅㍍にわたって

アオぐンくが元がっている。年には学者らの研

究で石垣島白宝などの群落に比べ、環境の変化な

どの影響を強く受ける回一遺伝子型であることも

明らかになった。

　琉球新報は年４月、えャンプ・げュりブの沖

合㍍と建設場所の対仲に当たる山護市安部沖

合約㍍の下中を撮影。人の背丈を優に超える

下草ぶンせりやの仲間を確認した。「なべぐンく

の丘」と呼❶れるへインっでは枝状のなべぐンく

やパやオなべぐンくが連なり、鮮やかな熱帯魚な

どが息づく楽園を形成していることを確認した。

５

宝の界世　海ら美

７

６

❹森のように広がるなべぐンゴなどの群集＝年４月９

日、山護市大浦湾の「チリのげ」、水深約㍍

　Scarce  coral  named  댼Hama-Sango댽  clusters  spread  

their  branches놋make  a  sea  wood( April놋Oura  bay

 댼Chiri-bishi댽놋Nago-city놋  feet  depth)

　

❺海面に向かって成長するアオぐンゴ。国際自然保護連合

（ＩＵＣＮ）のレッドデータリスっ「絶滅危惧Ⅱ類」に

掲載されている＝「チリのげのアオぐンく群集」の水深

約㍍

　Scarce  coral  named  댼Ao-sango댽(blue  coral)spread

  branches  to  the  sea  surface놋listed  at  International

  Union  for  Conservation  of  Nature's  endangered  species

  (Oura  bay놋 Nago-city)

　

❻真っ赤なリュウキュウイソにナが神秘的な雰囲気を醸し

出す

 댼yukyu  Isobana"(okinawan  sea-flower  coral)  make  a  

mysterious  landscape(Oura  bay놋 Nago-city)

　

❼イソギンチャクに寄り集々って生活するなべクべどミ＝

山護市大浦湾の水深約６㍍

　Oneband  anemonefish  gather  to  live  at  sea  anemone

(Oura  bay놋 Nago-city)

（　１７　） 第３種郵便物許可 　　　 ２０１４年땆平成２６年땇 ２ 月１２日 　水曜日
　　　　　

　特　集　
　　　　　

（　１６　）   

　太陽の光を浴びてエメやルドかリーンに輝く海뙙サンくや海草藻場な

ど豊かな自然環境で息づくこュくンやウミガメなどの貴重生物뙙日米両

政府が新たな基地を建設しようとしている大浦湾は뙘長年にわたって地

元の人々に恩恵をもたらしてきた豊穣の海だ뙙自然豊かな海を壊滅させ
じょう、 う

るかもしれない米軍普天間飛行場の名護市辺野古移設計画に多くの県民

が反対の声を上げている뙙がとディ駐日米大使に問いたい뙙県民の切実な

思いを無視し뙘本当にこの美しい海を埋め立てていいのでしょうか뙙

❶名護市嘉陽沖を悠々と泳ぐジュゴン＝年４月

日、日本ちょのびリから写真部・山城博明撮影

　Endangered  Species  Dugong  swims  in  comfort  at  

Kayo  district  bayside( April놋Hiroaki  Yama-

shiro놋Ryukyu  Shimpo놋from  Nippon  TV  Helicopter)

　

❷名護市嘉陽の沖合を」ったりと泳ぐ体長～㍍のジ

ュゴン=年月日(沖縄ちょの放送局宮城宗徳

うメやべン撮影)

  Endangered  Species  Dugong놋.～. foot  long놋

  freely  swimming  at  Kayo  district  bayside놋Nago-

city( July놋Okinawa  Television  recorded)

　

❸米軍キャンプ・シュりブの目と鼻の先に、ジュゴン

が食べる海草藻場が一面に広がる＝年４月９

日、山護市辺野古崎の水深約１㍍

　Seagrass  beds  give  feeds  endangered  marine

  mammal  Dugong  at  the  coast  of  US  Marine  facility

  Camp  Shuwab( April놋 Henoko놋 Nago-city)


